
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】  

学校名【 城陽市立久津川小学校 】 
        

＜スポーツ庁テーマ＞   

１実践テーマ 【Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ】 

２実施対象者 城陽市立久津川小学校 

全１７学級 ３３６名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（総合的な学習の時間・学級活動等） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

・オリンピック・パラリンピックに関する掲示物を通して、その意

義や歴史について知り、オリンピック・パラリンピックへの興味・

関心を高める。 

 

５取組内容 ・オリンピック・パラリンピックに関する資料の掲示 

 オリンピツク・パラリンピックに関わる資料を給食室前の掲示板

に掲示し児童の関心を高める。 

  

 
 

６主な成果 

 

・給食室前の掲示板を活用したことで、児童等に広く見ていただく

ことができ、オリンピック・パラリンピックへの興味・関心を高

めることができた。 

・パラリンピックの紹介をすることで、障がい者理解にも繋がった。 

・スポーツへの関心が高まり、技術向上への啓発となった。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・タイムリーな話題の掲示に務めた。 

 

８主な課題等 ・掲示だけではなく、様々な体験も取り入れていきたい。 

 

 

９来年度以降の

実施予定 

・202１年の開催に向け、様々な新しい情報を掲示していきたい。 

 

 

 



令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】  

学校名【 城陽市立久津川小学校 】 
        

＜スポーツ庁テーマ＞   

１実践テーマ 【Ⅰ・Ⅴ】 

２実施対象者 城陽市立久津川小学校 

全１７学級 ３３６名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（総合的な学習の時間・学級活動等） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

・パラアスリートとの出会いの中で、パラリンピックスポーツへの

関心を高める。 

・パラパワーリフティングを目指している方からの話を聞くこと

で、様々なことを学ぶ。 

 

 

５取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日本財団パラリンピックサポートセンター 

 講師：山本 恵理 先生 (パラパワーリフティング選手) 

     東京パラリンピック出場を目指している 

   ○６年生への講演会 

    （ビデオ会議システムを使って実施） 

 

  
 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６主な成果 

 

・パラアスリートとの出会いの中で、パラリンピックスポーツへの

関心を高めることができた。 

・パラパワーリフティングを目指している方からの話を聞くこと

で、「何事も諦めずに挑戦すること」「障がいのある人が工夫を重ね

て競う姿を見て欲しい」等を学ぶことができた。 

 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・ビデオ会議システムを活用した。 

 （活用機材は日本財団パラリンピックサポートセンターで準備） 

８主な課題等 ・日本財団パラリンピックサポートセンターとの日程調整等、事務

的な手続きが大変だった。 

 

 

９来年度以降の

実施予定 

・児童のオリンピック・パラリンピックやスポーツ等への関心を高

める上で、講師に来てもらうことは大変効果的であり、今後も何ら

かの形で続けていければと考えます。 

 

 

 


